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高活性－低活性次元の 2 次元構造をなし，この 2 次元の空間にすべての感情要
素を布置することができる（たとえば，Russell，1980）とされることから，競















































































































ば，意識的処理仮説（Conscious processing hypothesis：Masters, 1992）では，


















































































































































































































































最近では，様々な研究領域で，HPA 系と SAM 系の 2 つのストレス反応系か













暗算で構成される心理・社会的ストレス課題である TSST（Trier Social Stress 








































競技状態不安尺度（Competitive State Anxiety Inventory：CSAI）を開発した．
この競技不安とパフォーマンスとの関係は，不安を認知的不安と身体的不安に














ーツ状態不安診断検査（State Anxiety Inventory for Sport：SAIS）を開発し
た．このような経緯を起点として，試合前の自己評定による状態不安の変化と





相関関係を示すことが明らかにされている（たとえば，Mayers et al., 1979；

















けて，徳永（1998）は「試合前の心理状態診断検査（Diagnostic Inventory of 




























2) 感情の次元説を基礎とする研究  
Wundt（1910）が感情の 3 方向説を提唱して以来，感情構造が 2 次元あるい
は 3 次元の空間構造を成し，すべての感情要素はその空間内に布置されるとい
う次元説の視座から，多くの感情研究が展開されている．とりわけ，「快－不快」




感情の 2 次元構造モデルは，感情体験の多くがこれら 2 つの感情次元で説明す
ることができ（Larsen and Diener,1992），感情状態を理解することや評価する
ことが容易であることから，感情研究をリードするように知見が蓄積されてい
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感情状態を扱った代表的な 4 つの 2 次元構造を基礎とする感情モデル
（Russell’s circumplex, 1980；  Watson and Tellegen’s positive and negative 
affect, 1985；  Thayer’s tense and energetic arousal , 1989；  Larsen and 
Diener’s 8 combinations of pleasantness and activation , 1992）を統合する試
みを実証的に行った Yik et al.（1999）は，45°回転仮説の修正版モデルを提唱
した．そして，快と活性の 2 次元空間に 2 軸の双極となる 4 つの変数が，互い
に 45°の倍数パターンで構成されることを示した．  
スポーツ・パフォーマンスに影響する情動の機能に焦点をあてた Hanin








進すると考えられる．そのため，Watson and Tellegen（1985）の直交 2 次元
構造モデルに基づき作成された日本語版 PANAS（Japanese version of Positive 
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and Negative Affect Schedule：佐藤・安田，2001）は，高い信頼性と妥当性
からスポーツ領域でも広く活用され，多くの研究成果が得られている．この原









Mean SD r p
実力発揮度(%) 65.1 26.9
誇らしい 3.54 1.42 .356 <.001
強気な 4.30 1.37 .339 <.001
活気のある 4.32 1.27 .321 <.001
気合の入った 5.03 1.05 .316 <.001
熱狂した 4.04 1.44 .291 <.001
わくわくした 4.63 1.34 .219 <.001
機敏な 3.91 1.15 .167 <.01
きっぱりとした 3.25 1.24 .157 <.05
恥じた 1.70 1.20 -.297 <.001
うろたえた 2.04 1.21 -.273 <.001
苛立った 1.81 1.25 -.270 <.001
苦悩した 2.36 1.45 -.262 <.001
心配な 3.73 1.48 -.163 <.01
怯えた 2.09 1.26 -.113 n.s.
ビクビクした 2.38 1.42 -.053 n.s.





































































































澤，2010）やリスク選好の高まり（Porcelli and Delgado, 2009）などであり，
このような障害がパフォーマンスの低下を招くと考えられている．   

























































感情反応の関連要因を図 1-5 に示した．  























（Ekkekakis, 2013）と，情動と気分の強い相互関係が指摘されている．  
感情円環モデルの統合と“core affect”（原始的で非反射的な feeling として理
解できる神経生物学的状態）の概念を推進した Russell and Feldman-Barrett
（1999）は，2 次元構造の核心となる連続して生じる core affect の上で，情動
と気分が織り成されて感情状態が得られると述べている．したがって，スポー
















軸は連続しているものの，Watson and Tellegen（1985）の 2 次元直交モデル
で，4 つの直交単極因子モデルの方が，2 つの双極因子モデルより良好にデー








しいとする指摘（Jackson and Marsh, 1996；堀，2005）と，各因子の項目数
が同数になることが望ましいとする指摘（Terry et al., 1999；越智ほか，2015）
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ルを主な根拠として，快－不快と高活性－低活性の 2 軸で区分される 4 領域
（高活性・快，低活性・快，高活性・不快，低活性・不快）の感情状態を評価
する「大学生スポーツ選手のスポーツ・パフォーマンスを予測する感情状態尺
度（Affective State Scale for Sports Performance Prediction for university 
student-athletes：ASSSPP）を作成する．その際，パフォーマンスに対して正
負の誘引性をもつと考えられる快－不快次元を基盤に，それぞれの高活性状態





ス刺激である TSST 課題，練習試合と公式試合という 2 つの競技課題の合計 3
つのストレス課題を設定し，課題実施前後および課題実施中の感情反応と生理




















































ことで，スポーツ競技における ASSSPP の反応性と有用性を検証する．  
第 6 章は総括である．感情状態尺度 ASSSPP の作成から，TSST ストレス課
題を用いた実験室実験と実際の試合における測定を経て，ストレス反応の感情
反応を評価する心理尺度としての反応性と有用性を検証するまでのプロセスを
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作成する ASSSPP は，感情の 2 次元構造を基礎とする感情円環モデルに準拠






1) 調査の概要  
 ASSSPP を作成するために，尺度項目候補の選択と絞り込み，および因子構






























すべての統計分析には，統計解析ソフト SPSS Statistics 23 および Amos 21
を用いた．有意水準は 5％未満に設定した．  
 











3) 尺度項目候補の選択  
(1) 調査対象者  
 調査は 2 回に分けて実施された．第 1 回は，2015 年 10 月に 121 名（男性 81
名，女性 40 名，平均年齢 20.0±1.2 歳），第 2 回は，2016 年 5 月に 226 名（男
性 149 名，女性 77 名，平均年齢 18.8±1.4 歳）の大学生スポーツ選手を調査お
よび分析の対象とした．  
 
(2) 感情表現語の収集  
本研究において仮定した 2 層構造モデルに対応させ，快領域と不快領域に分
けてそれぞれに布置される感情要素に対応する感情表現語を収集した．第 1 回
調査のために，蓑内（2005）が Hanin（2000）の  IZOF 理論に基づいて作成し
た日本語版情動プロファイリングテストで提示される感情表現語（快領域 24 項
目，不快領域 33 項目）を収集した（資料 1：「試合における感情状態に関する
調査①」）．第 2 回調査のために，Larsen and Diener（1992）のモデルや PANAS
（Watson et al., 1988）の尺度項目として示された感情表現語（快領域 25 項
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スに影響したものを 5 つ以内で選択させた．次に，約 5 分の休憩を挟んで，LP
条件についても，同様に不快の感情表現語例の中から 5 つ以内で選択させた．
両条件とも，選択前に，閉眼・椅座位での簡易的な呼吸法によるリラクセーシ
ョンを 1 分間行わせ，引き続いて 2 分間で，試合前・プレー前の状況や気持ち
をイメージ想起によって回顧させた．回答後に，想起したイメージの鮮明性に
ついて，「はい」「まあまあ」「いいえ」の 3 件法で評定させた．  
 
4) 尺度項目候補の絞り込み  
(1) 調査対象者  
 調査は，2016 年 5 月に 236 名を対象に行われた．分析対象は，イメージ想
起が不鮮明と報告した者と，回答に不備が認められた者を除く 214 名（男性 140
名，女性 74 名，平均年齢 18.9±1.5 歳）であった．なお，感情表現語のうちの
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「やる気のある」のみ，調査に不備があり 46 名の分析対象者であった．  
 
(2) 調査手続き  
選択・抽出された快領域 18，不快領域 17，合計 35 の感情表現語について，
尺度項目候補として絞り込むために，感情導入された HP 条件と LP 条件の試
合前・プレー前の感情状態を，日本語版 PANAS で採用されている 6 件法（「ま
ったく当てはまらない：1 点」，「当てはまらない：2 点」「どちらかといえば当
てはまらない：3 点」「どちらかといえば当てはまる：4 点」「当てはまる：5 点」
「非常によく当てはまる：6 点」）により評定させた（資料 3：「試合前やプレー
前の感情状態に関する検査」）．なお，感情導入の手続きは，上記の感情表現語
の選択調査と同様であった．   
 
5) 因子分析による ASSSPP の因子構造の構築  





(2) 分析手続き  




荷量が 0.40 以上で，他の因子に 0.35 以上の負荷量がなく，それらが HP 条件
と LP 条件の両方で認められることとした．すなわち，パフォーマンスの高低











1) スポーツ選手が試合前に感じる感情  
(1) 尺度の固有性の観点から  
図 2-1－図 2-4 に，HP 条件と LP 条件に該当する出場試合の試合前・プレー
前に，選手が感じたと自覚する感情要素（感情表現語）の選択率（選択数／対
象者数×100）を示した．ほとんどの選手は快領域，不快領域とも 5 つの感情表
























これらを踏まえて，2 次元構造モデルの 4 つの領域に該当する感情表現語の
数を確保するために，高活性状態のうち 20%以上の選択率，低活性状態のうち
10%以上の選択率を示した感情表現語 35 項目（快領域：18 項目，不快領域：
17 項目）を尺度項目候補として選択した．なお，不快領域の「心配な」は選択












(2) 尺度の鋭敏性の観点から  
表 2-1 に，尺度項目候補として選択された 35 の感情表現語について，HP 条
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さらに，6 件の回答カテゴリーの回答率を折れ線グラフにした HP 条件と LP
条件の回答率プロフィールは，多くの項目で 2 条件の変化形状が正負対称とな
り，概ね X 字型形状であることを確認した．しかし，除外候補とされた 10 項












































2) 因子分析による ASSSPP の作成  
ASSSPP を支える感情構造モデルは，快－不快と高活性－低活性の直交する
2 軸で区分される 4 領域（高活性・快，低活性・快，高活性・不快，低活性・
不快）を，快－不快次元を基盤に，それぞれの高活性状態と低活性状態を区分
する 2 層構造を仮定した．そこで，尺度項目候補の快領域 14 項目と不快領域
13 項目に分け，それぞれを独立の検証モデルとして最尤法，プロマックス回転，
2 因子固定による探索的因子分析を行った．  
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因子分析の結果を表 2-2－表 2-5 に示した．このうち，尺度項目の「安定し
た」は，他の因子に抽出条件を超える因子負荷量（ .355）が観察された．しか










快領域 2 因子（「高活性・快」因子，「低活性・快」因子）8 項目，不快領域 2 因




まず，男性と女性の HP 条件と LP 条件における自覚的な実力発揮度と ASSSPP
の 4 因子の平均値の差を表 2-6 に示した．平均値の差を対応のない t 検定によ
り検定したところ，いずれにも有意な差は認められなかった．したがって，実









次に，HP 条件と LP 条件における ASSSPP の 4 因子の平均値を図 2-9 に示







因子（F(1,213)=776.09, p<.001）が認められ，快領域の 2 因子は HP 条件，
不快領域の 2 因子は LP 条件の値が高かった．感情状態要因では，HP 条件








ずれも p<.001）が認められた．  






































1) 作成された ASSSPP は，2 次元構造を基礎とする感情円環モデルを主な根





















1) 調査対象者  
2) 調査手続き  
3) 信頼性の分析  
4) 妥当性の分析  
 (1) 基準関連妥当性（併存的妥当性）  
 (2) 基準関連妥当性（予測的妥当性）  
 (3) 構成概念妥当性  
3．結果と考察  
 1) ASSSPP の信頼性  
 2) ASSSPP の妥当性  
(1) 日本語版 PANAS との関係に基づく基準関連妥当性  
 (2) 実力発揮度および競技種目差との関係に基づく基準関連妥当性  



















1) 調査対象者  
調査は，2017 年 6 月に 196 名の大学生スポーツ選手を対象に行われた．分
析対象は，イメージ想起が不鮮明であった者と，回答に不備があった者を除く
173 名（男性 118 名，女性 55 名，平均年齢 20.8±1.7 歳）であった．このうち，
尺度の再検査信頼性を検証する再調査の対象者は 36 名（男性 20 名，女性 19
名，平均年齢 21.9±2.9 歳），尺度の基準関連妥当性を検証するために日本語版
PANAS の質問項目を加えて調査された対象者は 66 名（男性 40 名，女性 26
名，平均年齢 21.0±2.5 歳）であった．  
 










3) 信頼性の分析  
 尺度の信頼性を内的一貫性の観点から検討するために ASSSPP 各因子の信
頼性係数（Cronbach のα）を算出した．また，安定性の観点から検討するため
に，約 2 週間の間隔を空けた 2 時点の調査で得られたデータをもとに再検査信
頼性係数を算出した．  
 
4) 妥当性の分析  
(1) 基準関連妥当性（併存的妥当性）  
尺度の基準関連妥当性（併存的妥当性）を検討するために，ASSSPP の各因
子と日本語版 PANAS の 2 因子（PA 因子と NA 因子）の相関関係を求めた．  
日本語版 PANAS は，Watson and Tellegen（1985）の直交 2 次元構造モデ
ルを基礎に作成された PANAS（Watson et al., 1988）を，佐藤・安田（2001）
が邦訳して再構成したものである．スポーツ競技に限らず多くの領域で情動状
態の評価に用いられている．「活気のある」「誇らしい」など 8 項目で構成され
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トの 5 種）を設定し，いずれかの条件を充足する対象者を抽出して 2 群を形成
した．そして，HP 条件と LP 条件における ASSSPP の各因子得点の 2 群の平
均値を比較した．  
 





Goodness of Fit Index（GFI），Adjusted Goodness of Fit Index（AGFI），
Comparative Fir Index（CFI），Root Mean Square Error of Approximation
（RMSEA）であった．なお，モデルの採択基準として，小塩（2008）を参考に
GFI，AGFI，CFI は 0.90 以上，RMSEA は 0.10 以下とした．  
  





1) ASSSPP の信頼性  
ASSSPP の信頼性を確認するため，4 つの因子について Cronbach のα係数
を算出した（第 2 章：表 2-2－表 2-5）．その結果，HP 条件の因子得点をもと
にした因子分析において α=.716－ .825，LP 条件において α=.755－ .882 の範囲
にあり，いずれも十分な内的一貫性に基づく信頼性が確保されていた．  
また，再検査法のために，同じ「最近の試合・思い出深い試合」を同定させ







2) ASSSPP の妥当性  
(1) 日本語版 PANAS との関係に基づく基準関連妥当性  
作成された ASSSPP の基準関連妥当性（併存的妥当性）を検討するために，
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「最近の試合・思い出深い試合」を同定させて調査した ASSSPP の 4 因子と日
本語版 PANAS の 2 因子の相関係数を算出した（表 3-2）．その結果，日本語版
PANAS の PA 因子に対して，快領域の 2 因子は有意な正の相関関係（高活性
r=.886；低活性 r=.674, いずれも p<.001），不快領域の 2 因子は有意な負の相
関関係（高活性 r=-.355，p<.01；低活性 r=-.507, p<.001）が認められた．NA
因子に対して，快領域の 2 因子は有意な負の相関関係（高活性 r=-.438；低活
性 r=-.697, いずれも p<.001），不快領域の 2 因子は有意な正の相関関係（高活




(2) 実力発揮度および競技種目差との関係に基づく基準関連妥当性  
さらに，ASSSPP の基準関連妥当性（予測的妥当性）を検討するために，
ASSSPP の 4 つの因子と実力発揮度の相関係数を算出した（表 3-2）．その結
果，快領域の 2 因子と実力発揮度の間で有意な正の相関関係（高活性 r=.608；
低活性 r=.618，いずれも p<.001）が認められた．さらに，不快領域の 2 因子






た．なお，実力発揮度との相関関係について ASSSPP と日本語版 PANAS を比










ツ」群の，実力発揮度と ASSSPP の 4 つの因子得点の平均値の差を t 検定によ
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1) 測定対象者と実験期間  
2) 実験と測定の手続き  
 (1) ストレス反応実験  
 (2) TSST（Trier Social Stress Test）  
3) 測定項目  
 (1) ASSSPP 
 (2) 唾液コルチゾール  
 (3) 心拍変動 3 項目  
4) データの処理  
5) 倫理的配慮  
3．結果と考察  
1) TSST 課題における感情反応  
 2) TSST 課題における生理反応  
(1) 唾液コルチゾール  
(2) 心拍変動  
3) 感情反応と生理反応の関係  
4．まとめ  
  












1) 測定対象者と実験期間  
A 大学 B 学部のバレーボールサークルに所属して定期的にスポーツ競技活動
を行っている健康な男子学生 7 名（19 歳－21 歳）が，ストレス反応実験の対
象者であった．この実験は 2016 年 8 月および 9 月の 2 ヶ月間で行われた．ま
た，対象者は，後述するバレーボールサークルの公式トーナメント大会におい
て，試合中のストレス反応を測定された学生であった（第 5 章参照）．  
 
2) 実験と測定の手続き  
(1) ストレス反応実験  
すべての対象者に，ストレス刺激を負荷するために，代表的な心理社会的ス
トレス課題として信頼されている TSST（Trier Social Stress Test，Kirschbaum 
et al., 1993）を負荷した．  
実験と測定の手順を図 4-1 に，実験のレイアウトを図 4-2 に示した．この実
験のために照明と室温を管理できる 2 室を用意し，それぞれを「TSST 課題」
と「安静」の実施と各種測定のために用いた．実験の時間は，後述する唾液コ
ルチゾール値の日内変動を考慮して 13 時以降とした．  
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②  インフォームドコンセント  
対象者に対して紙面と口頭にてインフォームドコンセントを行い，本研究へ
の協力の同意を得た．倫理的配慮に関しては後述する．   
③  安静  
インフォームドコンセントの後に，対象者は椅子座位姿勢，閉眼による 5 分
間の安静状態を維持した．安静開始前に心拍モニター（Polar 社製 Team Pro）
を装着して実験終了まで心拍変動を連続測定した．安静直後に唾液採取と
ASSSPP への回答を求めた（Rest）．  
④  コントロール課題  
 安静に引き続き，コントロール課題となる中立的な動画（ストーリーのない
自然の風景で構成された視覚刺激）を 10 分間視聴した．動画は PC モニターに
て放映された．視聴直後に唾液採取と ASSSPP への回答を求めた（Cont）．  



























⑧ 事後測定  
 対象者は，「安静」用の部屋に戻った．なお，唾液コルチゾールは一過性スト





20min，30min，40min），そのうちの 30min に ASSSPP への回答を求めた．  




(2) TSST（Trier Social Stress Test）  
 近年，妥当性と信頼性が高いストレス実験として TSST が注目されている．
公共でのスピーチと暗算で構成される社会心理的ストレス課題である TSST
は，実験環境で急性ストレスを誘導し，HPA 系活性を確かに亢進させる最も
一般的な方法であり（Allen et al., 2014），コルチゾールなどのバイオマーカ
ーの上昇を促すために頻繁に用いられている．TSST 実施後には，HPA 系活
性の指標となる唾液コルチゾールの有意な上昇（井澤，2010）だけでなく，唾




3) 測定項目  
(1) ASSSPP 
ASSSPP は，Larsen and Diener（1992）の感情モデルを主な根拠として，
スポーツ競技の試合前やプレー前という特定状況の感情状態を評価し，その
後のパフォーマンスを予測するための感情状態尺度として作成された．快－













まる：5 点」「非常によく当てはまる：6 点」）により評定した．因子得点は 4
－24 点の範囲に分布し，その感情を強く感じているほど高得点になるように
配点されている．  
本実験では，TSST 課題前後の Rest，Cont，Stress，および TSST 課題終
了後の 30min の 4 時点で対象者に回答を求めた．やや測定に時間を要する感
情反応評価について，TSST 課題後の追跡に 30min を採用したのは，対応す
る生理指標の唾液コルチゾールの反応が緩徐で，ピークに達するまで 20-30 分
程度の時間遅れがみられる（レビューとして，Kirshbaum and Hellhammer, 
1994；Dickerson and Kemeny, 2004）ことに配慮したものである．  
 











 なお，血液中および唾液中でも Cor は日内変動が確認されており，朝起床
直後で最も高く，午後になると低下して個人間差異も少なくなる（山中ほか，
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る（レビューとして，Kirshbaum and Hellhammer, 1994；Dickerson and 
Kemeny, 2004）．そのため，ベースライン測定は椅子座位姿勢，閉眼による安
静 5 分（Rest）に加え，風景動画視聴によるコントロール課題 10 分（Cont）
により行った．  
 本実験での唾液採取は，Rest，Cont，Stress，10min，20min，30min，40min
の 7 時点で行った．採取には専用の 2ml チューブ（Salimetrics 社製）を用
い，採取前に蒸留水とともに口腔内の唾液を飲み込んだ後，30-60 秒間で口腔
内に貯留および分泌された混合唾液を採取した．採取した唾液は定量まで－
20 ℃ で 冷 凍 保 存 し ， 解 凍 後 に 酵 素 免 疫 測 定 法 （ Enzyme-linked 
immunosorbent assay：ELISA）により定量した（Salimetrics 社製 Salivary 
Cortisol EIA kit，BIORAD 社製 Microplate Reader）．また，検量線の設定と
濃度計算にはフリーソフト W-REG 2.2 を用いた．  
 
(3) 心拍変動  




波数成分（0.04-0.15Hz, Low Frequency : LF）は収縮期血圧の Mayer 波（約
















2 次元直交グラフ上に，横軸を n 番目の RRI，縦軸を n+1 番目の RRI として
プロットしたもので，健常者であれば傾き 45°の線上に密集して楕円状に分
布する．自律神経機能の評価には，Toichi et al.（1997），十一ほか（1998）
によって考案された CSI（cardiac sympathetic index）と CVI（cardiac vagal 
index）を，交感神経活動と副交感神経活動の指標として用いることが多い．
プロットされた点を－45°回転し，x 座標の標準偏差の 4 倍を楕円形の長軸
成分（L），y 座標の標準偏差の 4 倍を短軸成分（T）として，その比（L/T）
を CSI，L と T の積 log10（L×T）を CVI とした（十一ほか，1998）．LP は
周波数解析より簡易に，短時間の時系列データで算出でき，基本的に測定時の
呼吸統制を必要としない（レビューとして，百々，2012）．原口ほか（2011）
は，従来の周波数解析による LF/HF と比較して CVI と  CSI が感度の高い
指標であることを報告して，その有用性を示唆した．  






そして，交感神経遮断薬の投与で CSI の減少，副交感神経遮断薬の投与で CVI
減少が観察されている（Toichi et al., 1997）ことから，安静状態に対して心
理的ストレス負荷により CSI の上昇と CVI の減少が推測される．   
本実験では，ストレス反応のうちの生理反応について，RRI の LP 法を用い
て処理した CSI と CVI を指標とし，心理的ストレス負荷に対する自律神経活
動を交感神経系と副交感神経系から評価した．その際に呼吸統制は行わなか
った．そこで，対象者に心拍モニター（Polar 社製 Team Pro）を胸部にベルト
を介して装着させ，実験中の RRI を連続測定した．計測された RRI を瞬時心
拍数（Heart Rate：HR）に換算して，平均心拍数（HRmean）を算出するとと
もに，Rest（椅子座位安静の 4 分間），Cont（椅子座位動画視聴の 9 分間），
Stress（TSST 課題の 9 分間），10min，20min，30min，40min（それぞれの
唾液採取前安静 9 分間）の 7 期間の RRI データを抽出し，CSI と CVI を求め
た．なお，CSI と CVI の算出には，心電図 RR 間隔ローレンツプロット解析プ
ログラム「ProgLorenzPlot」（Sato et al., 2002）を用いた．  
 
4) データの処理  
 TSST 課題の 4 時点（Rest，Cont，Stress，30min）における ASSSPP の 4
因子の得点と，7 時点（Rest，Cont，Stress，10min，20min，30min，40min）  








を行った．なお，1 名の対象者はセンサー装着の不備により RRI 測定ができな
かったため，HRV に関する分析対象者は 6 名であった．  
スポーツ・パフォーマンスに影響する情動の機能に焦点をあてた Hanin





分析に用いている．そこで，対応する Rest に対する Cont，Stress，30min の
3 時点の変化率（%）を求め，それらの平均値について対応のある一要因分散分
析により時点間の差を検定した．  
 すべての統計検定は，統計解析ソフト IBM SPSS Statistics 23 を用い，有意
水準を 5%未満に設定した．さらに，分析対象者が少ないことから，有意傾向と
して 10%未満も判定基準に採用した．  
 

















ている TSST 課題を設定した．  
 
1) TSST 課題における感情反応  
図 4-3―図 4-6 に，TSST 課題前後の ASSSPP の 4 因子の平均値を示した．
対応のある一要因分散分析により時点間の平均値の差を検定したところ，「低
活性・快」因子に有意な主効果（F(3, 18)=13.742，p<.001）が認められ，多重
比較検定を行ったところ，Rest と Stress 間，Stress と 30min 間に有意な差
（p<.05）が認められ，いずれも Stress 時点の値が低かった．「高活性・不快」
因子に有意な主効果（F(3, 18)=10.383，p<.001）が認められ，多重比較検定を
行ったところ，Cont と Stress 間，Stress と 30min 間に有意傾向（p<.10）が
認められ，いずれも Stress 時点の値が高かった．「低活性・不快」因子に有意
な主効果（F(3, 18)=7.928，p<.01）が認められ，多重比較検定を行ったところ，  
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TSST 前後の ASSSPP の変化は，高活性・快を除く感情領域で認められ，ス
トレス負荷後に低活性の快感情が低減し，高活性の不快感情と低活性の不快感






Watson and Tellegen（1985）が提唱した感情の 2 次元構造モデルのネガティ
ブ感情軸（High Negative Affect – Low Negative Affect）に相当する．さらに，
この TSST によって状態不安が有意に増強するという報告は多く（たとえば，








2) TSST 課題における生理反応  
(1) 唾液コルチゾール  












による Cor の上昇は，Kirschbaum et al.（1993）が作成した当初から確認さ
れており，多くの知見が蓄積され，いずれの報告も Cor の緩徐な反応とピーク
に達するまで 20-30 分程度の時間遅れがみられることを示唆している．  
 
(2) 心拍変動  
図 4-8―図 4-10 に，TSST 課題前後の心拍変動 3 項目の平均値を示した．対
応のある一要因分散分析により時点間の平均値の差を検定したところ，
HRmean（F(6, 30)=11.028，p<.001）と CVI（F(6, 30)=4.009，p<.01）に有意
な主効果が認められた．時点間の変化をみると，Stress 時点前の TSST 課題中
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心拍変動に対する LP 法に基づき CSI および CVI から評価された交感神経
活動と副交感神経活動，さらに両者の働きの総合的な結果となる HRmean を
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3) 感情反応と生理反応の関係  
 図 4-11 に ASSSPP の 4 因子，図 4-12 に Cor と心拍変動の 3 項目の，Rest
に対する変化率の平均値を示した．測定時点は，Cont，Stress，30min の 3 時
点であり，時点間の平均値の差を一要因分散分析により検定した．  
検定の結果，ASSSPP の「低活性・快」因子（F(2, 12)=9.076, p<.01）と「高
活性・不快」因子（F(2, 12)=7.685, p<.01）の時点間に有意な主効果が認めら
れた．そこで，多重比較検定を行ったところ，「低活性・快」因子では，Stress
と 30min の間に有意な差（p<.01）が認められ，Stress の方が低値であった．
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4 つの生理指標では，Cor（F(2, 12)=5.503, p<.05），HRmean（F(1.08, 
5.40)=14.368, p<.01），CVI（F(2, 10)=5.193, p<.05）の 3 項目に有意な主効果
が認められ，CSI（F(2, 10)=4.031, p<.10）で有意傾向の主効果が認められた．
そこで，多重比較検定を行ったところ，Cor では，Cont と Stress の間に有意
な差（p<.05），Cont と 30min の間に有意傾向の差（p<.10）が認められ，いず
れも Cont が低値であった．HRmean では，Cont と Stress の間，Stress と
30min の間に有意な差（p<.05）が認められ，いずれも Stress が高値であった．
CSI と CVI では，いずれも Cont と 30min の間に有意傾向の差（p<.10）が認
められ，いずれも Cont が低値であった．  
 
 そこで，Stress 時点の Rest に対する変化率について，感情反応（高活性・
快，低活性・快，高活性・不快，高活性・不快）と生理反応（Cor，HR，CSI，







に，主要な 3 つの測定時点を対象に，Rest に対する変化率を分析した．その結
果，ASSSPP によって評価された感情反応は，TSST 課題後から終了 30 分後に
かけて，低減した低活性の快感情の回復と増強した高活性の不快感情の回復に
明らかな変化が認められた．Cont に対して 30min の値が超回復となっている
ことから，ストレス課題開始前の緊張感と課題終了後の安堵感が影響したと思









かった．これには，サンプル数（7 名）と Cor の変化量の個人差が影響したと
推測される．  
以上から，TSST 課題による一過性の心理的ストレスは，主に HPA 系活動を
亢進させ，ストレス反応の基点としてネガティブ感情軸を中心とした感情反応
を増強させたと考えられ，実験室実験において ASSSPP の高い反応性が確認さ
れた．そのとき Cor は緩徐ながらも明確に反応するが，SAM 系の活性による
自律神経活動の変化も示唆され，2 つのストレス反応系のクロストークが推測




















2) Cor の緩徐ではあるが明確な上昇が確認され，HPA 系の活動亢進が推測さ
れた．反応のピークは TSST 課題終了後 10 分以降にあると考えられる．  
3) 心拍変動の時系列データに対する LP 法による分析から，交感神経系優位の
自律神経活動が推測された．しかし，この反応は Cor ほど明確ではなかった． 
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1) 測定対象者  
測定の対象者は，大学バレーボールサークルリーグのトーナメント形式の公
式試合に参加・出場した A 大学 B 学部サークルチームの男子メンバー8 名（年
齢 19-21 歳）と，普段の練習時間と場所で行った練習試合に参加・出場した 12
名（年齢 17-23 歳）であった．公式試合では，試合中の交代により 4 名がフル
出場した．4 名は複数回の途中交代がみられたが，ベンチでは常に立位姿勢で
再出場に備えていたことから，測定対象者として採用した．練習試合は，その
サークルチームのメンバー5 名に高校生 4 名と社会人 3 名を加え，それらをア
タッカー，セッター，リベロなどの専門とする役割を考慮して振り分けて構成
した 2 チーム（team-A と team-B）の試合であり，対象者のすべてがフル出場







2) 測定項目  
(1) ASSSPP 
選手は，試合前およびセット間で，質問として提示された感情表現語に対し
て，その時点の感情状態を 6 件法（「まったく当てはまらない：1 点」，「当ては
まらない：2 点」「どちらかといえば当てはまらない：3 点」「どちらかといえば




(2) 唾液コルチゾール  
 Cor は血液中および唾液中でも日内変動が確認されており，朝起床直後で最
も高く，午後になると低下して個人間差異も少なくなる（山中ほか，1986；
Westermann et al., 2004）．今回の測定では，両試合とも午後の開始（公式試






て，Kirshbaum and Hellhammer, 1994；Dickerson and Kemeny, 2004）．そ
のため，ベースライン測定は座位中心のチームミーティングや観戦のあとに 5








linked immunosorbent assay：ELISA）により定量した（Salimetrics 社製
Salivary Cortisol EIA kit，BIORAD 社製 Microplate Reader）．  
 
(3) 心拍数  
 練習試合の試合前から試合中の心・循環系機能を包括的に評価するため，選










3) 試合と測定の手続き  
図 5-1 に，公式試合（1 回戦と 2 回戦の 2 試合）と練習試合（1 試合）にお
ける測定概要を示した．公式試合（A 大学 R 学部体育館）は 2017 年 1 月，練
習試合（A 大学 B 学部体育館）は 2017 年 9 月に行われた．公式試合の 1 回戦
は 12 時 25 分に開始された．試合は 3 セットとも競り合う展開となり，本チー  
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ムは 2 対 1 で勝利した．公式試合の 2 回戦は 15 時 05 分に開始された．チーム
間の競技レベルにやや差があり，本チームは 2 セット 0 対 2 で敗北した．練習
試合は 13 時 45 分に開始された．開始に際し「得点や勝敗にこだわることなく
バレーボールの試合を楽しむ」ことを選手に認識させた．試合は 3 セットとも




習試合でも 3 セット行った．  
公式試合での ASSSPP への回答と唾液採取は，大会会場の体育館エントラン
ス付近で行われたチームミーティング後の 5 分間座位安静直後（Rest），試合
コート付近に移動して 1 回戦試合開始直前（G1-Pre），第 1 と第 2 のセット間
（G1-S1），第 2 と第 3 のセット間（G1-S2），2 回戦試合開始直前（G2-Pre），
第 1 と第 2 のセット間（G2-S1）の 6 時点であった．練習試合では，練習会場
の体育館コート内での 5 分間座位安静直後（Rest），第 1 と第 2 のセット間（G1-
S1），第 2 と第 3 のセット間（G1-S2），第 3 セット終了直後（G1-S3）の 4 時






4) データの処理  
 練習試合における ASSSPP の 4 因子の得点と Cor の値について，2 チーム
（team-A, team-B）の 4 時点（Rest, G1-S1, G1-S2, G1-S3）それぞれの平均
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値を求め，対応あり・なしの二要因分散分析（時点要因 4 水準×チーム要因 2 水
準）により検定した．なお，練習試合の HR については，すべての選手を対象
に，座位安静 5 分間と 3 つのセット（set 1, set 2, set 3）の平均値（HRmean）
を求め，対応ありの一要因分散分析により時点間の差を検定した．  





検定（Bonferroni 法）を行った．  
スポーツ・パフォーマンスに影響する情動の機能に焦点をあてた Hanin






る Rest に対する G1-S1 と G1-S2 の 2 時点の変化率（%）を求め，それらの平
均値について，対応あり・なしの二要因分散分析（時点要因 2 水準×試合要因 2
水準）により検定した．  
 すべての統計検定は，統計解析ソフト IBM SPSS Statistics 23 を用い，有意
水準を 5%未満に設定した．  
 
5) 倫理的配慮  
測定対象者に対して紙面と口頭にてインフォームドコンセントを行い，研究















1) 練習試合のストレス反応とパフォーマンスの関係  
(1) 平均心拍数の変化  
図 5-2 に，練習試合における試合前の「安静」5 分間と 3 つのセットの HRmean
の 12 名の平均値を示した．対応のある一要因分散分析により平均値の差を検
定したところ，有意な主効果が認められた（F(3, 33)=107.429，p<.001）．多重

































(2) 感情反応と生理反応  
 次に，練習試合の前から試合中にかけての心理的ストレス反応を検討するた
め，感情反応の観点から ASSSPP 4 因子と，HPA 系の指標となる Cor の変化




p<.01）が認められた．多重比較検定を行ったところ，Rest に対して G1-S3 は
有意（p<.01）に高い得点を示した．その他の因子と Cor の要因に有意な主効
果は認められなかった．  







































2) 公式試合のストレス反応とパフォーマンスの関係  
図 5-8―図 5-12 に，公式試合であるトーナメント戦の 1 回戦から 2 回戦にか





比較検定を行ったところ，G1-S1 に対して G1-S2 は有意（p<.05）に低い得点
を示した．また有意な差ではなかったものの，G1-Pre に対して G1-S1 は高い
得点の傾向（p<.10）が示されており，「高活性・不快」因子得点は set 1 を介
して上昇傾向を示し，set 2 を介して有意に低下した．「高活性・快」と「低活
性・不快」に有意な主効果は認められなかった．  
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Cor に有意な主効果（F(2.3, 16.7)=11.968, p<.001）が認められた．多重比較
検定を行ったところ，Rest と G1-Pre（p<.05），Rest と G1-S1（p<.01），G1-
Pre と G1-S1（p<.05）の時点間で有意差が認められ，Rest ＜  G1-Pre ＜  G1-
S1 の関係であった．また，G1-S1 と G1-S2（p<.05），G1-S1 と G2-Pre（p<.01）
の時点間で有意差が認められ，G1-S1 ＞  G1-S2・G2-Pre の関係であった．  
 以上のように，公式試合では，特に大会の初戦である 1 回戦で特徴的な感情
反応と生理反応が観察された．感情状態に関して，「動揺した」「不安な」とい
った活性度の高い不快感情は，G1-Pre から set 1 を介して G1-S1 で上昇傾向
を示し，G1-S1 をピークに set 2 を介して G1-S2 で明らかに低減した．これに
対して Cor は，Rest，G1-Pre，G1-S1 と上昇し，やはり G1-S1 をピークに G1-





されている．今回の大学サークルリーグにおけるトーナメント 1 回戦第 1 セッ
トで起こったパフォーマンスの低下傾向は，大会初戦の状況で生じる心理的ス
トレッサーによる一過性の心理的ストレス増強が疑われる．そのセット後は活
性度の高い不快感情の増強と HPA 系活動亢進による Cor 分泌増加が生じてい
るようである．第 2 セットではパフォーマンスが改善しており，そのセット後




さらに Cor はストレス負荷による上昇のピークが負荷開始から 20-30 分後（レ
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と，降参，統制不能といった行動とともに HPA 系活動亢進による Cor 分泌が
増加する（下光，2003）．いわゆる「すくみ」の反応が現れる．しかし，Cor を
主要とするグルココルチコイドは，HPA 系を抑制する negative feedback 作用
を持ち，数分単位の早い抑制によりストレス刺激が終わるとストレス反応も速










 図 5-13 に，ASSSPP の 4 因子および Cor の Rest に対する変化率の平均値を
示した．なお，すべての変数について，練習試合における 2 チームに交互作用
が認められなかったことから，ここでの練習試合群はチームで分けずに 12 名
とした．分析時点は，練習試合と公式試合の両方に対応する G1-S1 と G1-S2 で
あった．そして，「試合」要因と「時点」要因による二要因分散分析を行った． 
検定の結果，ASSSPP の「高活性・快」因子では，有意な交互作用が認めら
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れず，G1-S1 と G1-S2 の時点間に有意な主効果（F(1, 18)=5.493, p<.05）が認
められ，G1-S2 の方が高かった．「低活性・快」因子では，有意な交互作用（F(1, 
18)=5.493, p<.05）が認められたため，単純主効果検定を行ったところ，公式試
合の 2 時点間に有意な単純主効果（F(1, 18)=19.887, p<.001）が認められ，G1-
S2 の方が高かった．「高活性・不快」因子では，有意な交互作用（F(1, 18)=19.113, 
p<.001）が認められたため，単純主効果検定を行ったところ，公式試合の 2 時
点間に有意な単純主効果（F(1, 18)=24.453, p<.001）が認められ，G1-S1 の方
が高かった．さらに，G1-S1 の試合間で有意な単純主効果（F(1, 18)=11.233, 
p<.01）が認められ，公式試合の方が高かった．時点要因の「低活性・不快」因
子では，有意な交互作用が認められず，時点間に有意な主効果（F(1, 18)=7.356, 
p<.05）が認められ，G1-S1 の方が高かった．Cor では，有意な交互作用（F(1, 
18)=8.463, p<.01）が認められたため，単純主効果検定を行ったところ，公式試
合の 2 時点間に有意な単純主効果（F(1, 18)=4.696, p<.05）が認められ，G1-S1
の方が高かった．さらに，G1-S1 の試合間で有意な単純主効果（F(1, 18)=6.436, 
p<.05）が認められ，公式試合の方が高かった．  





3 つの測定時点を対象に，Rest に対する G1-S1 および G1-S2 の変化率を分析
した．その結果，絶対値に対して相対値で分析することで，初戦第 1 セットか
ら第 2 セットにかけての感情反応と生理反応の動態が明確になった．感情状態
では，両試合とも G1-S1 より G1-S2 の方が，「活発な」「楽しい」といった活性
度の高い快感情は変化率が高く，「憂うつな」「無気力な」といった活性度の低
い不快感情の変化率は低かった．両試合の違いは，低活性・快，高活性・不快，
そして Cor の変化率に示されていた．すなわち，練習試合では 3 変数のいずれ
も G1-S1 と G1-S2 の変化率に差は認められなかった．これに対して公式試合
では，G1-S1 より G1-S2 の方が，「落ち着いた」「リラックスした」といった活
性度の低い快感情の変化率が高く，「動揺した」「不安な」といった活性度の高
い不快感情および Cor の変化率は低かった．そして，G1-S1 の活性度の高い不

























中心とした感情状態の変化と Cor の変化は，TSST 課題を用いたストレス負荷








変化を観察している（たとえば，Filaire et al., 2001；Haneishi et al., 2007；
































ASSSPP の有用性について検討した．結果は以下のように要約される．  
1) 練習試合では 3 セットとも一方のチームが勝利した．試合中の ASSSPP の
4 因子と Cor の変化が少なく，ストレス反応とセットの得失に関係がみられ
ず，試合による心理的ストレスの増強はなかった．  
2) 公式試合の初戦の第 1 セット後と第 2 セット後において，ASSSPP の「低
活性・快」因子と「高活性・不快」因子および Cor に特徴的な変化が観察さ
れた．すなわち，落とした第 1 セット後は，活性度の高い不快感情と Cor は
練習試合と比較して有意に高かった．取った第 2 セット後は，活性度の低い
快感情が有意に増強し，活性度の高い不快感情と Cor は有意に低減した．  





が推測されるとともに，ASSSPP の有用性が確認された．  




































ス刺激である TSST 課題，練習試合，公式試合という競技状況を主とする 3 つ
のストレス課題を設定し，課題実施前後および課題実施中の感情反応と生理反














結果，ASSSPP は快－不快と高活性－低活性の 2 軸で区分される 4 領域に対応










第 3 章では，作成された ASSSPP の信頼性と妥当性を確認した．そのため，
大学生スポーツ選手を対象とした複数の質問紙調査により，信頼性については
内的一貫性と安定性の観点から，妥当性については基準関連妥当性と構成概念










































では，試合中の ASSSPP で評価した 4 つの感情領域とコルチゾールのいずれも
変化が少なく，ストレス反応とパフォーマンスの指標としたセットの得失が関



























よる自覚的な感情状態の測定による実証研究は遅れている．   
このようなスポーツ領域における感情状態の実証研究の課題に対して，本研
究のこれまでの結果から ASSSPP は以下のような評価性能を有すると推察さ

























































第 2 に，ASSSPP の反応性と有用性の検証に関する課題を 5 点あげる，まず，
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1．  試合における感情状態に関する調査①  
                   （水落ほか，2015）  
 




























１．すばやい 2．やる気のある 3．おもしろい 4．あわてない 5．確信した
6．ここちよい 7．大胆な 8．活発な 9．静かな 10．冒険的
11．安定した 12．満足した 13．スリルのある 14．リラックスした 15．ずぶとい
16．自信に満ちた 17．エネルギッシュな 18．興奮した 19．落ちついた 20．勇気がある
21．生き生きした 22．元気な 23．楽しい 24．うれしい （　　　　　　　　　　）
◉逆に，もっとも悪かった試合やパフォーマンスについて，下の枠内に記入してください。
１．すさまじい 2．パニックな 3．のろい 4．落ちつかない 5．神経質な
6．暴力的 7．かたい 8．心配な 9．意気消沈した 10．不確実な
11．落胆した 12．不満な 13．疲れた 14．落ち込んだ 15．まよった
16．だるい 17．イライラした 18．怒っている 19．疲れ果てた 20．ふさぎこんだ
21．激しい 22．不幸な 23．悩んでいる 24．不安な 25．うたがった
26．悲しい 27．助けがない 28．緊張した 29．安全でない 30．不満足な








































１．熱中した 2．やる気のある 3．ワクワクした 4．決心した 5．満足な
6．喜んだ 7．気楽な 8．活気のある 9．注意深い 10．安らいだ
11．強気な 12．満ち足りた 13．興味のある 14．リラックスした 15．安心した
16．自信に満ちた 17．誇らしい 18．興奮した 19．落ちついた 20．機敏な
21．生き生きした 22．元気な 23．楽しい 24．うれしい 25．穏やかな
（　　　　　　　　　　　　）
◉逆に，もっとも悪かった試合やパフォーマンスについて，下の枠内に記入してください。
１．ピリピリした 2．おびえた 3．うしろめたい 4．ぼんやりした 5．神経質な
6．あきあきした 7．悔やんだ 8．うなだれた 9．張りつめた 10．退屈な
11．みじめな 12．動揺した 13．疲れた 14．苦悩した 15．悲しい
16．だるい 17．イライラした 18．恥ずかしい 19．恐れた 20．敵意をもった




















































































































































熱中した 1 2 3 4 5 6 苦悩した 1 2 3 4 5 6
リラックスした 1 2 3 4 5 6 イライラした 1 2 3 4 5 6
自信に満ちた 1 2 3 4 5 6 疲れた 1 2 3 4 5 6
興奮した 1 2 3 4 5 6 恐れた 1 2 3 4 5 6
やる気のある 1 2 3 4 5 6 ぼんやりした 1 2 3 4 5 6
ワクワクした 1 2 3 4 5 6 ピリピリした 1 2 3 4 5 6
落ち着いた 1 2 3 4 5 6 だるい 1 2 3 4 5 6
生き生きした 1 2 3 4 5 6 不安な 1 2 3 4 5 6
気楽な 1 2 3 4 5 6 みじめな 1 2 3 4 5 6
楽しい 1 2 3 4 5 6 落ち込んだ 1 2 3 4 5 6
ここちよい 1 2 3 4 5 6 緊張した 1 2 3 4 5 6
満ち足りた 1 2 3 4 5 6 憂うつな 1 2 3 4 5 6
喜んだ 1 2 3 4 5 6 悔やんだ 1 2 3 4 5 6
活気のある 1 2 3 4 5 6 無気力な 1 2 3 4 5 6
強気な 1 2 3 4 5 6 動揺した 1 2 3 4 5 6
安定した 1 2 3 4 5 6 迷った 1 2 3 4 5 6
活発な 1 2 3 4 5 6 かたい 1 2 3 4 5 6










































































1 活発な 1 2 3 4 5 6
2 動揺した 1 2 3 4 5 6
3 リラックスした 1 2 3 4 5 6
4 憂うつな 1 2 3 4 5 6
5 エネルギッシュな 1 2 3 4 5 6
6 迷った 1 2 3 4 5 6
7 自信に満ちた 1 2 3 4 5 6
8 無気力な 1 2 3 4 5 6
9 楽しい 1 2 3 4 5 6
10 かたい 1 2 3 4 5 6
11 落ちついた 1 2 3 4 5 6
12 イライラした 1 2 3 4 5 6
13 興奮した 1 2 3 4 5 6
14 不安な 1 2 3 4 5 6
15 安定した 1 2 3 4 5 6
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